
平成２４年度当初予算案主要事項説明 

農業費・農業振興費 

事 業 名 田舎暮らし推進事業費 

予 算 額 ４６０千円 新規・継続の別 継続 

事業内容 

京のやましろ田舎暮らし体験プログラム 

① 趣旨 

田舎暮らしを望む移住希望者を対象に、地域住民主体による農作業

等の体験や交流会を行うことにより、移住希望者が集落環境や生活

条件等を理解し、地域住民の方が移住希望者の人柄を理解するな

ど、体験交流事業を通じた相互理解を深め、定住者、通勤農業者な

ど、地域の人口増加及び集落の活性化を図るものである。 

② 内容 

  田舎暮らし体験プログラムとして炭焼き、そば作り、黒大豆作り、 

合同交流会を実施。 

・炭焼き（童仙房）炭焼き農家さんの指導のもと作業を体験しながら

交流し、地域や田舎暮らしの理解を深める。 

・そ ば（押 原）遊休農地で地域の方とともにそばを栽培しながら

交流し、地域や田舎暮らしの理解を深め、収穫し

たそばで、そば打ちを体験する。 

・黒大豆（高 尾）遊休農地解消のため、地域の方とともに黒大豆栽

培を行います。農作業や収穫したエダマメの試食

なども行いながら交流する。 

・合同交流会 全コース合同で、本プログラムで移住された方への訪

問や空家巡りを実施し意見交換を行う。 

③ 募集対象者 

  近い将来、南山城村への移住や営農を希望し、田舎暮らしの出来

る場所を探している方。 

 

担当課 産業生活課 

 



平成２４年度当初予算案主要事項説明 

農業費・農業振興費 

事 業 名 田舎暮らし推進事業費 

予 算 額 ２，０００千円 新規・継続の別 新規 

事業内容 

① 趣旨 

本村への定住促進により活力ある村づくりの推進を図るため、定住

する意思を持って村内に住宅を取得した者に対し、予算の範囲内で

奨励金を交付する。 

② 定義 

【定住】別荘等一時的に使用する目的又は賃貸販売等の営利目的では

なく、永住を前提として本村に住所を有し、生活の本拠を本村

に置くこと。 

【住宅】自己の居住の用に供し、生活するために必要な居室、台所、

玄関、トイレ、浴室等を有する延べ床面積が５０平方メートル

以上の一戸建て住宅。店舗等との併用住宅の場合は、居住用部

分の延べ床面積が５０平方メートル以上であること。 

【Ｕターン者】村民であった者で就職又は就学等のため村外に転出し、

１年以上経過した後に再び村内に転入し、定住する者 

【Ｉターン者】村民であったことのない者で村内に転入し、定住する

者。 

【住宅の取得】住宅の新築又は購入をいう。ただし、契約書を交わさ

ない売買、無償譲渡又は相続によるものを除く。 

③ 交付対象者 

  平成２４年４月 1日以降に住宅を取得したＵターン者及びＩター

ン者で次の条件をすべて満たす者。 

 ○奨励金の交付申請時において住宅に定住していること 

 ○奨励金の交付申請時において自己及び同居している者に村税の滞

納が無いこと。 

④ 奨励金の額 

  １申請につき３０万円とし、定住者１人につき５万円を加算。 
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平成２４年度当初予算案主要事項説明 

（ 農道等整備事業 ）費・（ 委託及び工事請負 ）費 

事 業 名 農道等整備事業 

予 算 額       ３，９２８千円 新規・継続の別 継 続 

事業内容 

≪目的・趣旨≫ 

 農業用施設等の維持補修・管理。 

 

≪事業概要≫ 

〇委託料 委託費計３７８千円 

・油目地区造成茶園排水不良箇所対策に伴う簡易ボーリング調査及び

設計 簡易ボーリング３箇所／暗渠排水等構造検討１式 

≪実施場所≫ 南山城村大字田山地内 

 

〇工事請負費 工事費計３，５５０千円 

≪実施場所≫ 南山城村大字田山地内 

≪実施場所≫ 南山城村大字田山地内 

≪実施場所≫ 南山城村大字高尾地内 

 

 

 

 

 

担当課 産業生活課 

 


